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ァ
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邦s

家
的
性
格
異
の
財
政
及
び
銪
濟
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A
!

 

V
O

日
'
i

s

c

h

a

l

l

.

l

f
 

I

 

ア
メ
リ
カ
の
排
他
主 

義
は
其
の
經
濟
的
自
足
性
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
靈
、
日
く
、
セ
リ
グ
マ
ン
の
史
觀

(

p
 R. 

>
. 

I

I

 

W

I

B

..
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W

I
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!

f

 

i

f

 

de 

I

t

l
 

m
r

r

 

日
く
、

I
 モ
ン
ズ
の
史5

 

K

h

l

,

I

 
 ̂
f

 Of c
a
p
i
t
a
l

日
，19

2
4
)
.

笠
々
を
擧
げ
れ
ば
殆
ん
ど
際
限
が
な
い

。

.

.

t

 

S

家•
特

辑

の

邊

め

歷

史

的

固

篇

爛

索

馨

問

的

噙

灌

、

i

れ

に

依

宅
^

し
そ
れ
が
將
來
如
何I

速
命
I

J
、
か
べ
I

蠡
命
が
外
報
に
如
何
なI

響
I

つ
か
を
詳
か
に
す
る

に

あ

る

と

考

へ

る

。

f
 

.と

_遺
憾
f

ら
■

_

の
何
れ
に
も
信:«
し
施
は
な
い
の
で|

0

‘乃
ち
年
あ
學
び
得
た
.自
 

綴

づ

て

馨

の

濩I

し

た

次

置

を

要

約

す

れ

ば

、

ァ

メ
 

I

的

麗
f

t

 

£
讀

グ

' 而
丄
て
諸

;々0
テ
メ
リ
^

の
I

及
び
■

■

一
と
づ
ベ
國
民
の
讓
觀
に
|
る
も
の
で
あ
る
と>
ふ
に
歸
す
る0
學
者
の
高
敎I

望
し
て
：已
ま
：ぬ0 :: 
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'吾
人
：は»
身
に
、
重
商
生_
時
代
の
英
國
に.在
0
て
、
：
救
貧
問
題
が
生
と
‘
て
貿
易
差
顏
の
見
地
ょ
り
考
察
せ
ら
れ
た
る
を
觀
、
第

+
 

七
世
覆
半
期
に
於.け
る
幾
多
の
論
潘
が
％
.
'
1
«
部
鬥
の
エ
業.に
@
民
を
使
傭
し;:
'
揺

ね

獎
_
に
よ
0
て
輸
出
額
を
太
な
ら
し
め
、
; 

輸

-A
を
抑
制
し
て
、
阈
富
の
报
加
を
_

6
ん
：こ
士
を
提
言
せ
る
旨
を
述
べ
、
而
し
て
：其

0
一
 

例
と
1
'て
サ
ヲ
セV 
>

ス
の
紳*
リ
チ
ャ
：
 

丨

，•，へ..

ィ

ン

ズ

(

•■
.
sc'^
r
dヾH

苍es)
；

の
諸
著
に
就
，い
：て
說
べ
資
が
あ
つ
：た

^

丨
七
M
參
照)

。
：而
も
吾
人
は
當.時
'
恐
ら
く
は
へ
イ
ン
ズ
の
お
一
：
著
と
！
！
め
ら
る
可
き
一
千
六
百
七
十
四
牢
の

『

防
貴
論
J
H
h
e 

Fre- 

vention of 

Poverty: 

or, 

A

 Discourse of theoauses: of 

tiie 

D
e
c
a
y

 

of 

Trade, 

Fall 

of 

Lands,, 

a
n
d

 

W
a
n
t

 

of 

M
o
n
e
y

 thro

ej-ghout. the 

Nation ; with certain EXIDedient

tA
1-
K
ol-
t
H
e
m
<t
>
d
y
i
o
^

the w
a
m
e
,

ft
>
n
d 

bringing this 

K
i
n
g
d
o
m

 to 

an eminent: degree of Riches a
n；! 

Prosperity : b
y

 saving- m
a
n
y

 H
u
n
d
r
e
d

 T
h
o
u
s
a
n
d

 

P
o
u
n
d
s

 yearly, 

raising afull 

Trade,,:and constant .Imployment f oi;_.all sorts, .of: People, 

and. increasing*

ffiis. Majesties' Revenue,' 

by. a 

Method, 

g
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I
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b
u
r
a
d
l
a
g
l

 tc the 

s
l
c
t
o

を
業
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
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吾
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は
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近
此
の
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入
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漏

福

^

■得
た
I

機
と
し
.て
、
聊
か
茲
に
之
れ
が
解
說
を
試
ん
と
す
る
，

V
本
書
は
單
にT

ル
.

T
チ
の
頭
字
をf

る
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
般
に
リ
チ
r

ド
•
へ
f

v
ス
I

と
看
做
さ
れ
てt

o
ヘ

ィ

 

，シK

の

盡

は

全
X
不
明
5

る
。
.
f

ゥH s
(
s
e
a
n
o
r

 

o
. 

P

I

)

の
如
f

、
唯
だ
一
千
山
ハ
百
七
十
八
ハ
t

m
版
せ
ら
れ 

於

-

1

1

と
名
乘
る
匿
名
氏
の
著

B
r
l

 fo, the 

p

p
 

s
つ
て
、
彼
れ
が
サ
ッ
セ
ッ
ク
ス
の
鄕
紳
で
あ
つ
た
と
稱 

せ
.ら
ォ
る
こ
と
ハ

(Ibid., 

V 

4.〕

彼
れ
が
其0.

意
見
，.に
於
い
て
明
か
に
勤
王
主
義
薄
^
あ
.
、̂
.又
其
のj

. 2
ハ
百
八
十5

馨
 

I

I

^

I

 

a
n
d

 

p

l

l
 

I

I

.
 

Q

末
に
於
い
て
恰
も
彼
れ
が
§

贊

た

り

し
i

き
口
吻
を
漏
し
つ
、
あ
る
し 

而
も
彼
れ
の
名
は
口
ベ
：
ッ
ト

(
c
c
b
b
a
)

 

Q

 

P
a
r
l
i
amentary 

H
i
s
t
o
r
y
.

に
.於
け
る
名
簿
中
に
現
る
左
と
I

I

記
す
る
に
’ヒ

1

0
 

of political 

E
l
B
y
, 

a
. 

b
y

 

Sir Robert 

H

I
 Inglis 

p
a
l
g
l

 

v
o
l
.
I
I
,

1
9
1v°
'
p，2

7
5
0

 

■ 

:

へ
’ィ
ン
ズ
は
本
書
の.外
、
同
年、

I

 

L
I
, 

New, 

L

s
 

or a d
i
s
c
l
7

 of a 

i

d
 

g

l

o

p
 
一
 

i
ハ
西
七
十
七；

c

r

H

H

u

U

B

y

r

p

p
l '
L

1
千

六

目

七

十

八

年

.£
?

|
§

ぎ the 

r

p
 及

び 

> 
窆
I
 
な Government for u

h
e

 G
o
o
d

 

of 

the 

P

I 

I

 

the 

s

皆 

o
f 

the 

N
l
n
,

 with 

I

 a. M
i

d

 

I
 le

c
t
i
o
n
,

 

that 

F
I
S
,

 

c
p

p
,

 in 

a

l

w
.
ぎ

|

ン

0
 

the 

F

I
 ill A

d
l
t
l
r
l
n

 

o
f 

Mateuals, 

&c. 

I

f
 

I

 
be 

p

l

l

;
 

the s
t
o
c
k
l
d

 

I
 preserved; 

all 

poor

1

1
 

I

 

&
 

,
 

I

 

g

l

d

;
 

&
 

o

p

i

& 

p
i
e
s

I
d

u
a

r
s

 a
n
d

 

I

b

l
 

f。, the f
u
f

 

1

1

 ̂

I

 1

0
!
 

K
o
 ̂
^

1 

S

I

,
 

I
 

i

l

o

K

H
f
0
f 

0
0
0
4
0
^
^

 ̂

^



 ̂

. 

 ̂

. 

. 'V 

 ̂

^

of. the- Government foi; such Public Working-Alms-Houses: 

a.w
.ma

y

 be elected in e
v
e
l
y
q
o
s
t
y

 

f
o
-
*
* 

bringing all

一
 

Idle H
a
n
d
s

 to industry
.

一
 
千

六

百

八

十

一

年 wnglancrs Weal and p
l
p
e
r
i
t
y

 proposed 
を

公

に

し

て

ゐ

る

。

『

防

貧

論

』

比

其

の

表

題

頁

に

『

箴

言

』

第

十

章

第

十

五

節

「

富

め

る

者

の

資

財

は

其

の

堅

き

城

な

り

、

貧

し

き

紫

の

乏

し

き

は

其
 

の

亡

び

な

り

」

の

語

を

掲

げ

、

植

密

顧

間

宫

ル

ー

バ

ー

ト

公

爵(prince Rupert
)

に

献

げ

ら

れ

て

ゐ

る

。

バ

レ

ス

タ

ィ

ン

選

擧

侯K

 

リ

1

ト

リ

ッ

ヒ

五

世

と

英

王

ジ

r
ム

ズ

一

世

の

女H

リ

ザ

べ

ス

の

間

に

三

男

と

し

て

生

れ

、

f

戰

場

に

武

名

を

馳

せ

、

國

«:
§
: 

掌

せ

る

ル

丨

パ

丨

ト

公

は

又

、

化

學

的

、

.物
理

的

及

び

技

術

的

硏

究B

從

事

し

、
.

に

よ

つ

て

知

ら

る

、

爆

發

ガ

秦

玉
l
e
r
t
v

日
を
1
若

'1
.
:く
は
1

各

日
I

.)

を
發
明
し
た
？

(

此
の
合
金
は
我
が
國
で
は
.「

王
金」

と
譯
せ
ら
れ.て
ゐ
る
が
、
須
ら 

<

「

公
金」

;^
稱
せ
ら
一
る
：可
き
も
の
で
あ
ら
ぅ

)

。
即
ち
へ
ィ
ン
ズ
の
言
葉
を
以
づ
允
.す
れ
ば
、
彼
れ
は
贊
だ
に
最
も
車
越
せ
る
行
謝
並 

び

に

命

を

的

運..る
_
鬪
ー
に_

げ
の
み
な
ら
ず
、
,

英
國
民
の
福|1
1:
壹
增
¥

ん
こ
|

有

用

な

る

諸

技

術

^'
ひ

有

禾

な

'る
諸

.エ
失

.を
發

見

し

»
膨

ず

る

に

よ

り

、
：
又

英

國

民

の
.光
榮

七

富

と

終

緣

と

：に

資

す

る

總

べ

セ

の

物

を
 

獎

勵

す

る

.に
よ

づ

^
せ

れ

が

ホ

全

と

偉

大

と

に

對

ず

る

其

の

强

大

な

：る

熱

意

0

無

比

8

跡

裏

 

是

に

於

い

て

乎

、

へ
ィ
ン
ス
は$
國
將
來
.の
幸
福
ぬ
資
す
る
若-^
0
方
策
：を
提
唱
せ
ん
こ
と
.を
企
圖
せ
る
其
の
；小
著
を
彼
れ
か
.足
..下
に
捧
呈1.
た 

s
o 

5

I

&
0

P 
0

 ̂

^
0

1

 ̂

^

 

O

&

S
4

0

O

へ

ィ

ン

ズ

：

：

は

先

づ

武

裝

せ

る

敵

の

如

く

全

逆

國

侵̂

略

す

る

の

虞

れ

あ

る

國

民

的

貧

困

の

諸

原

因

を

看

出

し

、

次

.

(

e
、：

能

ふ

可

く
 

ん

ば

、

啻

だ

に

此

.の
强

大

な

る

敵

を

征

服

す

る

の

み

な

ら

ず

、

併

せ

て

交

易

の

：不

斷

の

觀

及

び

貨

幣

の

夥

多

、
斯

く

：て

^

國

王

及

び

王

國

に

對

し

て

は

共

に

富

と

名

譽

、

而

し

て

遍

く

總

ベ

て

の

階

級

に

對

し

て

は

繁

榮

を

誘

導

し

維

持

す

可

き

救

濟

策

を

發

見

ナ

霉

努
f

。
：
彼
れC

觀
る
所
を
以
つ
て
す
れ
ば
、

：

貧
闹
の
4
般
的
：原
因
は
第
一
：
に
は
、
輸
W

に
適
す
：る
自
國
產
の
財
貨
が
日
每
に 

減
少
し
.つ
、
あ.る
.こ
也
で
：あ
り

r

へ
第
-:
に
は
海
外
ょ
り
愈
々
多.
齎̂
さ
る
;̂

外
國
の
高
價
な
る
財
貨
が
急
速
^
增
加
1>
<>
1
:办 

で
.あ
る
0
:バ
管
0

?

2

.

)

0
:斯
<
て
又
，
彼
れ
は
這
蛟
の
输

 

に 

は
英
國
隹
身
の.產
物
^
り
坐
じ
、.又
'坐
ず
る
を
得
る
も
の
を
改
良
^-
.
:是
れ
に
由
つ
て
自
國
の
土
池
が
穀
物
及
び
家
畜
の
其
れ
以
外
に

. 

或
る
他
.の
：方
法
に
使
用
せ
ら
る
V
.を
得
可
き
新
製
品
を
産
出
し
、
：
而
し
て
第
！

1
に
、
：，.新
た
な
る
輸
人
財
、
：
特
に
王
國
の
福
祉
に
取
り
無 

用
で
あ
り
葙
害
で
あ
る
底
の
も
の
，に
對
し
て
輸
人

0:
門
戶
を
鎖
す
に
存1>
杈
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考.へ
た
0
^
 ̂

4
0
0 

.

:
1而
厂
て
彼
れ
は
自
國
產
物
ょ
り
製
造
せ

&
巧

；：而
し.て
總
ぺ
：て',の
階
級
€>
<
タ

苽

造

品

で

あ

っ

せ

、
其
の
輸
A
を
禁
lb
せ
ら
る
ず
き
第

.1

の
も
の
：を

象

市

と

爾

るP.
'即

ち

そ

は

第
--
*
に

ノ

大

麻

及

び

诞

麻

に

適 

す
る
土
地
を
改
良1>
で
、
：»
き
'に
穀
物
及
び
收
草
地
と.じ
て
一
ケ
年
ー
本1
ヵ
1'
5
に
就
き
ー_.
'
十
志
を
値
す
る
に
堝
ぎ
ざ
り
し
も
0
を
、」

. 

是

れ

に

由

つ

、
て

.四
十
若
し:<
-
:は
五
士
.志
を
値
す
：る
に
至
ら
し
む
可
き
梵
あ
％
,1'
:~-
に
>
.貧
困
な
る
家
族̂ 

て
最
.も
有
利
：に.絕
ぇ
ず
仕
事.に
«
事
せ
じ
め
ら
る

〜

を
得
可
き
で
あ
：る0,第
三
に
\
是

立
し
て
毛
織
物
製
造
に
其
の
貧
民
を
從
事
：せ

1>
む
る
.こ
と
能
は
ざ
：る
各
敎
區
比
容
易
ぬ
彼
：れ
等
を

5]
1
麻
布
製
造
に
從
事
せ
し
び
：.る
を
得 

可
き
'で
あ
る
0;第
四
に
、
戸
每
に
物
を.乞
.ふ
て
、
ー
國
民
に
大
な
：る
不
名
譽
と
不
刹
益
と

^
,與
へ
っ〜

あ
る
數
千
の
^
浪
の
徒
は
是
れ
に 

由
つ
て
國
民
を
富
裕
な
ら
し
む
る
0
用
具
^
爲
を
を
得
可
き
：で
あ.る
0
最
後
に
、
是
れ
等
，
.の
諸
利
益
の
：,

現
今
逝
麻
布
に
對
し
て
費 

さ
れ
、
國
外
に
遂
致.せ
ら
る
X
數
十
萬
勝.は
母
れ
に
由
つ
で
國
內
に
保
留
せ
ら
.る
-

-f

を
得
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
は
又
、
.帆
、
大
綱
及
び 

其
0.
.他
の
索
具
の
如
き
航
海
に
取
，つ
て
必
要
な
る
貨
物
を
隣
雜
に
俟

0
の
要
な
か
ら
し.む
る
の
利
益
あ
る
可
き
で
あ
る
0 (ibid., 

P
?
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し
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通

賺

難

ず
.の
變
旗
を
以
つ.て
根
據
な
き
も
の
と
考.へ
た
。.

(

2:
-?*
,
,?
7
0。 

：

- 

而
し
て
著
者
に
從
へ
ば
、
輸
人
を
禁
JI
1
せ
ん
る
可
き
第
ニ
の
も
の
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
と
稱
せ
ら
る
、
殺
入
的
飮
料
で
あ
り
、
第
三
の
■も 

の
は
天in
鹽

(
B
a
y
i
s
a
l
t
)

で
あ
れ
、
第®
の
も
の
ば
硝
枉
で.‘
り
、
第

：五
の
も
の
は
鐵
.で
あ
る
。(

i
bf'pp- 

7
1S

V

■而
し
で
、
皮 

れ
は
、
鐵
及
び

M

麻
布
は
共
に
吾
ん
が
國
内
に
於
.い
て
是
れ
等
の
も
の
を
製
造
し
得
る
ょ
り
も
俄
廉
に

.海
外
ょ
り
購
入
せ
ら
る
、
を
得 

可
く
而
し
て
總
ベ
て
の
貨
物
が
最
も
低
廉
ぬ
取
得
せ
ら
れ
得
る
所
に
於
い
て

.是
れ
等Q

•もQ

を

購

入

す

る

麄

良

.Q

經
濟
で
あ
る
こ’ 

と
は
疑
ひ
もS

所
で
t

と
做
す
S
麈

蠢

的

反

對

意

見

に

對

し

て

r

縱

令

ひ

浩

國Q

住

民

は

瘦

國

內

に

於

い

て

懸

せ

ら 

る
\
も
の
を
職
入
す
る
ょ
り
も
現
花
忆
於
い
て
は
海
外
ょ
り
し
て

.一
層
傲
廉
に
是
れ
等
の
貨
物
を
取
得
し
得
る
と
す
る
も
、
：而
も
吾
人 

に
し
て
港
し
孜
々
と
し
て
之
れ
に
讓
す
可
し
と
し
奈
ら
ば
，
事

情

暮

時

Q

間
6

化
す
可
専
あ
る
と
答
へ
る
。

之
.、
’'彼
t 

は
海
外
よ
り
來
る
|

湯

し

て

僅

か

に

十

i

を
吏
拂
ふ
にI

ざ
る
f

は
自
國
產
の
其
れ
に.對
し
セ
一
一
十
？

與
ふ
る
こ
と
が 

遙

か
S

备
濟
の
道
に
適
す
る
も
の
：で
あ
る
と

M
惟
す
る
？
叉
彼
れ
は
總
ベ
：亡
是
れ
等
の
.貨
物
に
對
し
て
支

拂

衾

赛

に

非

^

.て
財
貨
で
あ
り
、
是
れ
に
由
づ
-C
吾
人
は
其0
手
離
I

る
を
得
ざ
各
所
の
：も
：

然
る
に
若
し
這
般
の
.貿
易
に
し
で
失
は
る
冬
^
し
た
な

&

ば
、.吾
人
：が
字
離
さ̂
る
を
得
ざ
る
：吾̂

値
を
も
有
せ
ざ
る
可
く
、
_斯
く
て
又-
菩
人
裳
態
は
規
在
ょ
り‘
逯
か
|

良
と
爲
|

做
ポ
の
|

對
論
に
^

 ̂

以

菌

於

い

で'は
何
等
の
貨
幣
を
も
引
渡
す
|

:
な
く
し
て
、
貨
物
は
更
ら
に
大
な
る
霍
の
實
物
を

.取
得
す
る
取
爲
め
：に
赴
き
マ
斯
.. 

:く
て
當
時̂

於

ぃ

て

は

固

と

英

吉

利

比

於

ぃ

.
て

坐

產

せ

ら

る

 

>
こ
と
'の
啟
ぃ
顧
及
ぴ
金
(0
兩
者
は
甚
だ
豊
富
で
ぁ
っ
泠
と
答
へ
考
而

. 

;1
>
て
吾
人
：

Q

輸
出
霧
に
し
て
輸
入
せ
、

I

〜

貨
物
の
增
加
に
相
應
し
：て
增
加
す
石
こ

.ど
が
な
沢
っ
た
な
な
ば
、
必
然
貨
幣
は
出
で
行 

.き
、
：：貧
困
は
人
り
來
ら
な
け
れ
ば
な
ら

*

0
ー

(

菌

.，
_

'

1ー
，
2
2
0
0

へ
ィ
ンK

辟
、
輸
入
を
禁
止
せ
ら
る
可
き
是
れ
等
の
諸
貨
物
に
、
必
然
更
ら
に
大
な

.る
罰
金
を
以
つ
て
輸
出
せ
ら
る
\
こ
と
を
禁

1 1 

せ
ら
る
可
き
諸
貨
物
が
加
べ
ら
る
、
を
得
可
き
も
の
と
認
め
る

0
斯
く
.の
如
き
も0:
は
晒
布
土
若
し
く
は
縮
紙
土

(
|

$
§

£

: 

及
び
羊
毛
で
あ
る
。

r

は
極
め
て
效
用
あ
る.も
の
.で
あ
り
、
他
は
此
の
玉
國
の
頗
る
豐
！

0
な
る
貨
物
で
あ0
て
、
：
そ
ば
織
物
に
變
ぜ
し 

め
ら
る
、
が
爲
め
に
我
が
人
民
の
多
數
に
職
を
與
へ
、
多
く
の
當
を
國
家
に
齋
す
可
き
も

20
で
あ
る
0 (ibid. 

P
.
13. )

o

电
1
は
叉
、 

麥
酒
、H

1
ル
'等
の
如
き
優
良
な
る
飲
料
.に
富
む
自
國
の
製
造
所
を
獎

g

す
る
が
爲
め
に
、
怫
國
產
酒
類
の
法
外
な
る
輸
人
に

Ji
し
て 

1
究
の
制
附
を
加
ふ
る
の
便
{几
を
.認
め
る
0(

^

^

.

,

V

1
3
-
1
5
0

彼

れ

は

又
Jn
*
麻

布

鐵

、
ブ
ラ
シ
デ
ー
、
鹽
等
が
金
然
輸
入
を
禁
止
せ
ら
る
可
し
と
し
た
な
ら
ば
、
關
税
ょ
り
生
じ
つ

\
あ
.る
陛 

下
の
收
入
は
著
し
く
減
損
せ
ら
る
可
し
と

.做
ず
財
政
的
見
地
ょ
り
す
る
反
對
論
に
答
へ
る
。
前
述
せ
る
が
如
き
方
法
に
衣

0
.て
、

「

貨
物 

に
對
す
る
貨
物

」

の
不
潺
確
實
な
，る
貿
易
の
法
則
が
確
立
せ

.ら
る
X
が
故
に
、
陛
下
の
收
入
は
向
後
更
ら
に
堅
固
な
る
基

^
の
上
に
t 

づ
；を
得
可
く
、
而
し
て
輪
出
に
適
す

'る
自
國
貨
物
は
是
れ}c
由
つ
て
增
加
せ
ら
る'
が
故
に
、
他.の
貨
物
、
而
し
て
更
ら

g

高
貴
父
る 

:

性
質
の
輿
れ
、
並
び
に
國
內
に
於
け
る
吾
人
の
：勤
勉
が
吾
人
に
供
給
す
る
こ

.̂
能
は
ざ
る
底
の
も
の
に
於
い
て
從
前
ょ
り
も
更
ら
に
大 

な
る
報
酬
を
國
內
に
商
す
こ
と
疑
ひ
な
か
る
可
き
で
あ
る
。
又
、
斯
く
の
如
き
禁
止
は
全
國
民
の
大
利
益
に
資
す
る
が
故
^
、
又
陛
ド 

は
典
の
人
民
に
對
す
る
慈
愛
心
ょ
り
共
の
收
人
の
斯
く
の
如
き
部
分
を
放
棄
す

'可
き
‘が
故
に
、
彼
れ
の
臣
民
は
蕾
だ
に
義
赞
々
し
て
の 

:

み
f

^:
* 

_恩
と
：し
て
も
亦
、
陛
下
の
御
用
を
辧
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
、
而
し
て
彼
れ
等
の
代
表
者
の
智
讀
は
秕
金
、
賦
課 

金
^
し
く
は
之
れ
に
類
す
る
も
の
に
よ
つ
て
斯
く
の
如
き
陛
ド
の
捐
失
を
補
偾
す
可
き
或
る
他
の

^
法
を
^

^
す
を
得
^
ぎ
で
あ
る、
'

總

べ

て

の

造

は

道

g
o

乎
段
に
.ょ
？

Q

み

繁

|

.

_

备

繁

夥

多

と

を

看

し

得

る

が

故

に

、
そ
は
今
や
大
な
る
利
益
を 

以
つ
‘で
、
又
11
ら
に
.容
易
に
0

0
欣
然
と
負
婚
せ..ら
れ
支
拂
は
る\
.を
得
可
き
で
あ
る0 (ibid., 

pp. 

1
4
-
1
5
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而
し
て
著
紫
は
又
著



し
く
陛
下
の
費
用
に
‘資
す
る
を
得
■る
と
共
に
、
充
分
な
る
蓊
を
調
達
し
保
持
す
る
の

I

た

る

を

得

可

べ

併

せ

て

含

：埒
の
富
と

'.
'
 

繁
榮
士
に
資.す
る
こ
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き
方
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貨
幣
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.其
の
提
唱
せ
る
論
策
が
濟
世
の
熱
情
に
燃
ぇ
た
る
文
字
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て
書
き
綴
ら
れ
て
居
る
に
も
拘
ら
ず
、
社
會
經
濟
的
環
境

P
未
成
熟
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却
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世
道
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心
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世
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銃
制
規
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斥
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罰
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不
ゆ
の
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先

思

想
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の.例
は
之
を
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せ
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人
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